
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最優秀賞受賞作品 

法人会長賞 
武蔵野市立第一小学校 

６年 伊藤 真論さん 

第６回 税に関する絵はがきコンクール 

応募総数1648 通！ 

みんな、ありがとう!！ 

武蔵野市長賞 

学校法人武蔵野東学園 

武蔵野東小学校 

４年 中村 咲季さん 

税務署長賞 
小金井市立本町小学校 

６年 久 晴香さん 

女性部会長賞 
三鷹市立高山小学校 

６年 西島 伸幸さん 

三鷹市長賞 

三鷹市立高山小学校 

６年 草場 新汰さん 

小金井市長賞 

小金井市立 

小金井第二小学校 

６年 松室 真理子さん 

武蔵野市教育長賞 

武蔵野市立大野田小学校 

６年 竹田 新さん 

三鷹市教育長賞 

三鷹市立南浦小学校 

６年 武田 汐波さん 

小金井市教育長賞 

小金井市立緑小学校 

６年 木村 綾太さん 

特 集
 

第
52
回
　通
常
総
会
開
催
の
ご
案
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6
回
「
税
に
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絵
は
が
き
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ン
ク
ー
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」
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告
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第52回通常総会開催のご案内

役立つ経営情報

特集　第6回「税に関する絵はがきコンクール」表彰式報告

委員会・支部・部会活動報告

税務よくある相談（その92）

ガンバル若手経営者（その49）

　濱野智徳さん　濱野会計事務所

ベテランの経営哲学（その49）

　楠脇厚子さん　一般社団法人　劇団前進座

リレーエッセイ（第121走者）

　小澤和彦さん　弁護士法人　後藤東京多摩法律事務所

武蔵野税務署からのお知らせ

５・６月の行事予定

No.438

M U S A S H I N O  H O U J I N K A I

ほうじん

法人会は税のオピニオンリーダーとして企業の発
展を支援し、地域の振興に寄与し、国と社会の繁栄
に貢献する経営者の団体である。

武蔵野法人会ホームページ
https://www.musashino-hojinkai.or.jp/

INFORMATION

MUSASHINO HOUJINKAI
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※この冊子を発行している法人会は下記の方針で活動しています。

お花見もあっという間に終わり、新緑が眩しい時期となりました。自
分にとって一年で最も心躍る季節です。若い頃から奥多摩などに車
を走らせ、木漏れ日を浴びながら窓を開け風と空気を体に入れると
何とも形容のしがたい気分になり、リフレッシュされてエネルギーが
沸いたものでした。今年も正月に立てた計を叶えるためにも、歩くこ
とを交えてゆっくりと、この候を楽しみ力にしたいものです。
 中野信一

今月の副会長のひとこと

昨年、開園100年を迎えた井の頭恩賜公園は1917（大正6）年5月
1日、日本で最初の恩賜公園、最初の郊外型の公園として開園されま
した。古くは旧石器時代から始まり、江戸時代には観光名所、そし
て公園開園後も遠足地として人の集まる場所だったのです。

■今月の表紙  「新緑の井の頭恩賜公園」
（写真提供：一般社団法人　武蔵野市観光機構）

第２回　税制実務研修のお知らせ
平成30年度2回目の税制実務研修は「はじめての源泉所得税」
講座です。わかりやすくすぐに活かせる源泉徴収事務の取り扱
いについて、注意すべき点などを丁寧に説明します。

1978年に【婦人部会】として発足した女性部会は、この
5月で40周年を迎えました。

その記念として、これまでの歩みをまとめた冊子を発行、今号に
折り込まれています。ぜひ、ご覧ください。

女性部会が創立40周年を迎えました！

日　　時：平成 30年 5月17日（木）　15：00 ～ 16：30

場　　所：武蔵野法人会館　会議室

講　　師：武蔵野税務署　法人課税第２部門　担当官

受講人数：30名限定（申込先着）

受　講　料：無　料

内　　容：給与所得、報酬・料金等の源泉徴収事務の基本的

事項について学びます。

受講対象者：会社代表者、会社役員、経理実務担当者

環境視察研修会のご案内
日　　時：平成30年5月23日（水）

 　　8：15出発（17：00頃三鷹駅帰着予定） 

集合場所：三鷹駅北口　横河パイオニックス前

参 加 費：3,000 円 

定　　員：45人（申し込み先着順。定員になり次第締め切ります）

見 学 先： ①スーパーエコタウン （臨海地区／大田区）

 　㈱アルフォ　食品廃棄物肥料化施設

 　㈱タケエイ　建設混合廃棄物リサイクル施設

 ②東京都環境公社　埋め立て施設　

申込み：法人会事務局までメールまたは FAX にてお申し込みく

ださい。事前お振込をもって受付といたします。

   月号  

May・June

5・6

祝
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INFORMATION

「第52回通常総会」が次のとおり開催されます。

昨年の総会の様子

日　時 6月15日（金）  午後5時半開始 （午後5時より受付け）

会　場 ▶総　会　吉祥寺第一ホテル　7階「春日の間」
▶懇親会　　　　〃　　　　　8階「天平の間」

第52回  通常総会開催のご案内

※ご欠席される場合はお手数でも委任状として、通常総会ご案内状
の返信用葉書をお送りくださいますよう、何卒よろしくお願いいた
します。なお、委任先として特段ご指定がない場合は「総務担当
副会長」とさせていただきますので、予めご了承願います。

※総会終了後、懇親パーティを開催いたしますので、併せてご出席く
ださいますようお願いいたします。

会員企業のＰＲ
●本　文　　140字以内厳守
●企業名・住所（本社のみ）・電話・FAXを明記

●掲　載　　申し込み順
●サイズ　　7.5×8センチ
●申込先　　（公社）武蔵野法人会事務局
　　　　　　広報委員会　企業ＰＲ係

《マーク・ロゴタイプ等使用の場合は清刷を持参ください。》

無料です！
応募要項

ご活用くださ
い！

原稿内容によっては掲載をお断りする場合や、一部を修正
して掲載する場合がありますので、予めご了承ください。

掲載希望の法人は事務局までご一報ください。
TEL：0422-51-1441

会員企業のPRのお知らせ

お問い
合わせ先

無料です。好評です。お気軽にどうぞ！

〒180-0006  武蔵野市中町2-11-13　三鷹ビル3F 
TEL.0422-51-1441  FAX.0422-55-5544

会場 武蔵野法人会館
午後１時～午後４時

事前に事務局までご連絡ください。

武蔵野法人会に設けられた相談室。

経営者の悩みに
個人面談で応えます

税務・法律・経営

相談室
法人会ならではのネットワークを活かして開設された、《無料相談室》。既に多くの会員の皆さんにご利用頂いております。

税金 についてのご相談 事務局へご連絡ください。税理士　担当

法律 についてのご相談 毎月第2（火）　小林顧問弁護士　担当

経営 についてのご相談 毎月第4（木）　中小企業診断士　担当

予約制
公益社団法人  武蔵野法人会事務局

C o n s u l t i n g
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役役立つ役立つ
公益委

員会が
お届け

する

経営のぺ
ぇじ 経営情報情

【補助金と助成金の比較】

財　　源

返　　済

使　　途

実行可否

補助金

税金

一部あり

目的に限定

・抽選
・採択制

雇用保険料

不要

・雇用安定
・能力開発

要件を満たせば
100％実行

助成金

今
年
か
ら
、税
制
委
員
会「
税
制
の
ぺ
ぇ
じ
」と
公
益
委

員
会「
経
営
の
ぺ
ぇ
じ
」と
が
交
互
に
誌
面
を
担
当
し
て

い
ま
す
。公
益
委
員
会
で
は
会
員
の
皆
様
に
経
営
に
役

立
つ
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

「
何
か
お
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
」と
い
う
曖
昧
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
る
助
成
金
で
す
が
、助
成
金
自
体
は
シ
ン
プ
ル
で
、

補
助
金
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

補
助
金
の
種
類
は
３
０
０
０
を
超
え
る
一
方
、
厚
労
省
管

轄
の
助
成
金
は
毎
年
度
20
〜
40
種
類
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
一
般
的
に
い
わ
れ
る
助
成
金
は
、
雇
用
の
安
定
、

従
業
員
の
能
力
開
発
を
目
指
す
政
府
の
方
針
に
従
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
た
企
業
に
対
し
て
助
成
を
行
う
も
の
で
、

厚
生
労
働
省
が
管
轄
し
ま
す
。

い
ま
ひ
と
つ
知
名
度
が
上
が
ら
な
い
の
は
、
補
助
金
と
区

別
が
つ
け
に
く
い
こ
と
、
制
度
の
分
か
り
に
く
さ
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、
正
し
く
理
解
す
れ
ば
経
営
資
源
と
し
て
有

効
に
活
用
で
き
る
も
の
で
す
。

以
下
の
３
つ
の
理
由
か
ら
、
積
極
的
に
助
成
金
を
活
用
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。

①
要
件
を
満
た
せ
ば
１
０
０
％
受
給

⬇
受
給
時
期
ま
で
あ
る
程
度
見
通
せ
る
た
め
、
従
業
員
の

教
育
研
修
や
資
格
取
得
の
奨
励
、
福
利
厚
生
な
ど
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
ソ
ー
ス
に
対
す
る
積
極
的
な
投
資
が
行

え
ま
す
。

②
返
済
不
要

⬇
借
入
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
返
済
の
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
。

③
財
源
は
税
金
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
払
い
続
け
て
き
た
雇

用
保
険
料

⬇
雇
用
保
険
料
の
使
い
道
は
、
法
律
で「
失
業
給
付
」と

「
助
成
金
」（
能
力
開
発
と
雇
用
安
定
）と
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

要
件
を
満
た
せ
ば
１
０
０
％
受
給

補
助
金
が
主
に
採
択
制
を
取
っ
て
お
り
、
目
指
す
目
的
の

た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
の
に
対
し
、
助

成
金
は
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
必
ず
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

助
成
金
の
求
め
る
要
件
と
は
、「
①
従
業
員
の
能
力
開

発
」、「
②
雇
用
安
定
」の
２
事
業
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
も
そ
も
常
日
頃
か
ら
生
産
性
の
向
上
を
目
指
す
我
々
経
営

活用していますか？ 助成金
　　　　　 

第2回

助
成
金
？ 

補
助
金
？

MUSASHINO HOUJINKAI
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者
に
と
っ
て
は
、
ど
ち
ら
も
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

こ
の
２
つ
に
関
す
る
施
策
、
例
え
ば
、

•
従
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
教
育
訓
練
を
実
施
で

き
る
制
度
を
整
え
る

•

有
期
雇
用
の
従
業
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、
健
康
診

断
を
新
た
に
実
施
す
る
制
度
を
整
え
て
実
施
す
る

•

有
期
契
約
の
従
業
員
を
正
規
雇
用
と
し
て
雇
用
す
る

等
、

従
業
員
の
能
力
を
高
め
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
え
れ

ば
助
成
金
を
得
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
活
用
し
な
い

手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
給
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
事
業
者
は
？

非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
、
概
ね
以
下
の
５
つ
で
す
。

① 

過
去
６
カ
月
間
で
解
雇
を
行
っ
て
い
な
い

② 

従
業
員
を
１
名
以
上
雇
用
し
て
い
る

③ 

雇
用
保
険
適
用
事
業
所
で
あ
る

④
労
働
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

⑤ 

風
俗
営
業
等
関
係
事
業
主
で
な
い

知
名
度
が
低
い
一
方
、大
手
は
積
極
的
に
活
用

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
労
働
基
準
監
督
署
に
は
、
必
ず
目
立
つ

と
こ
ろ
に
助
成
金
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
中
小
事
業
者
の
活
用
が
進
ん
で
い

な
い
の
が
実
態
で
す
。

こ
れ
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
の
と
き
と
は
異
な
り
、
対
象

と
な
る
事
業
者
が
一
律
で
な
い
た
め
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
事
業

者
へ
の
文
書
の
送
達
な
ど
が
行
え
ず
、
積
極
的
な
情
報
提
供

が
行
え
な
い
の
が
原
因
で
す
。

こ
れ
ら
助
成
金
の
情
報
を
入
手
し
た
経
営
者
だ
け
が
活
用

で
き
る
、
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
活
用
が
進
ま
な
い
要
因
と
し
て
、
申
請
で
き
る
助

成
金
が
年
度
ご
と
に
よ
く
変
わ
る
こ
と
、
専
門
用
語
が
多
く

申
請
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
難
し
い
こ
と
、
な
ど
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
大
手
企
業
は
積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

機
会
が
あ
れ
ば
、
決
算
を
公
開
し
て
い
る
大
手
企
業
の
営

業
外
収
益
の
欄
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

あ
る
大
手
Ｉ
Ｔ
広
告
企
業
は
、
平
成
28
年
度
決
算
公
告

の
営
業
外
収
益
の
欄
に「
助
成
金
収
入
」と
し
て
４
９
０
０

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

４
９
０
０
万
円
（
雑
収
入
）は
、
利
益
率
10
％
の
事
業
者

で
は「
５
億
円
の
仕
事
」と
同
じ
で
す
。

わ
れ
わ
れ
中
小
事
業
者
が
活
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

活
用
し
や
す
い
助
成
金

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
（
正
社
員
化
）

⬇

約
30
万
円
〜
70
万
円
／
名

⬇
有
期
雇
用
契
約
の
従
業
員
を
正
規
雇
用
と
し
た
場
合
に

支
給

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
（
健
康
診
断
制
度
）

⬇40
万
円
／
社

⬇
法
定
外
の
健
康
診
断
制
度
を
新
た
に
規
定
し
、
延
べ
４

人
以
上
実
施
し
た
場
合
に
支
給

人
材
開
発
支
援
助
成
金
（
教
育
訓
練
休
暇
付
与
）⬇30

万
円
／
社

⬇
有
給
休
暇
を
消
化
し
た
り
欠
勤
し
た
り
せ
ず
、
訓
練
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
新
た
な
制
度
を
導
入
し
た
場
合
に
支

給

心
の
健
康
づ
く
り
計
画
助
成
金

⬇10
万
円
／
社

⬇
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
促
進
員
と
の
面
談
等
を
通
じ
て
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
計
画
、
実
施
し
た
場
合
に
支

給
こ
れ
ら
は
数
十
種
類
あ
る
助
成
金
の
内
の
一
部
で
す
が
、

要
件
を
満
た
せ
ば
ど
の
助
成
金
も
受
給
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
本
人
に
よ
る
申
請
か
、
社
会
保
険

労
務
士
へ
の
委
任

手
続
き
は
所
定
の
書
式
に
沿
っ
て
手
続
き
を
進
め
る
か
、

社
会
保
険
労
務
士
（
資
格
独
占
）へ
の
委
任
に
よ
っ
て
行
い
ま

す
。申

請
に
関
し
て
外
部
組
織
を
活
用
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

事
例
が
急
増
し
て
お
り
、
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
営
業
外
収
益
を
得
て
生
産
性
を
上
げ
ら
れ
て

も
、
ト
ラ
ブ
ル
処
理
に
経
営
者
の
時
間
を
割
い
た
の
で
は
本

末
転
倒
で
す
か
ら
、
信
頼
で
き
る
専
門
家
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を

選
択
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

助
成
金
を
活
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
や
自
治
体
の
雇

用
安
定
に
寄
与
し
、
従
業
員
の
能
力
開
発
に
貢
献
す
る
こ
と

と
同
義
で
す
。

積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

★ 公益委員会では、平成３０年度の
「経営実務研修会」で【助成金】を
テーマに取り上げる予定です。
（6月開催予定）
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第
6
回
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
、3
月
18
日
（
日
）

武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
て
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
武
蔵
野
、

三
鷹
、
小
金
井
の
3
市
よ
り
28
校
か
ら
１
６
４
８
枚
も
の
応
募
が
あ
り
、
2
年
連

続
で
東
法
連
の
傘
下
48
法
人
会
の
ト
ッ
プ
を
占
め
る
と
い
う
過
去
最
高
の
応
募
数

と
な
り
ま
し
た
。

「
市
長
賞
」
に
加
え

「
教
育
長
賞
」
も
創
設

　

昨
年
創
設
さ
れ
た
3
市
の「
市
長
賞
」に
加
え
、

今
回
か
ら
新
た
に
「
教
育
長
賞
」
も
創
設
さ
れ
、

最
優
秀
賞
9
名
、
優
秀
賞
49
名
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
応
募
者
の
ほ
と
ん
ど
が
小
学
6
年
生
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
卒
業
式
を
間
近
に
控
え
た
受

賞
者
た
ち
が
、
ご
家
族
に
伴
わ
れ
、
晴
れ
や
か

な
表
情
で
会
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。

大
き
な
自
信
に
つ
な
げ
て

新
学
期
に
臨
ん
で
ほ
し
い

　

180
席
あ
る
会
場
の
ほ
と
ん
ど
を
埋
め
る
お
客

様
が
見
守
る
な
か
、
信
山
女
性
部
会
長
の
挨
拶

で
表
彰
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。
来
賓
に
は
武
蔵

野
税
務
署
長
お
よ
び
幹
部
職
員
の
皆
様
の
ほ
か

に
、
3
市
の
市
長
、
教
育
長
と
豪
華
な
顔
ぶ
れ

が
並
び
、
参
加
各
校
の
校
長
先
生
や
担
任
の
先

生
方
も
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
一
人
ず
つ
に
手
渡
さ
れ
、
客
席

に
向
か
っ
て
受
賞
作
品
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
優
秀
賞
は
市
ご
と
に
受
賞
者
全
員
が
壇
上

に
上
が
り
、
代
表
者
一
名
に
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
各
市
の
来
賓
の
皆
様
と
と
も

に
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
は
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
音
が
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
受
賞
を
大
き
な
自
信
に
つ
な
げ
、
新
学
期

か
ら
の
学
校
生
活
を
よ
り
楽
し
ん
で
、
勉
学
や

ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
租
税
教
室
」
の
実
施
校
数
は

過
去
最
高

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
租
税
教
室
」
を
実
施

し
た
学
校
の
生
徒
が
参
加
し
、
応
募
し
て
く
れ

る
も
の
で
す
が
、
今
年
度
の
実
施
校
数
は
過
去

最
高
と
な
り
、
そ
の
成
果
が
過
去
最
高
の
応
募

数
に
も
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
女
性
部
会
が
「
租
税
教
室
」

と
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

両
方
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
功
を
奏
し
、
教

育
効
果
を
高
め
る
結
果
に
も
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が

「
税
」
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に

　

来
年
度
に
向
け
て
は
、
さ
ら
に
「
租
税
教
室
」

の
実
施
校
を
増
や
し
、
子
ど
も
た
ち
に
納
税
の

大
切
さ
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
が
自
分
で「
税
」

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
こ
の
活
動
を
女
性
部
会
の
中
核
的

な
事
業
と
し
て
、
ま
た
公
益
社
団
法
人
の
名
に

恥
じ
ぬ
よ
う
関
係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
得
な
が
ら
、
部
会
員
一
丸
と
な
っ
て
〝
誇
り

を
も
っ
て
〞取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
女
性
部
会　

山
田
裕
美
）

※
受
賞
作
品
は
本
誌
の
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

武
蔵
野
、
三
鷹
、
小
金
井
の
3
市
28
校
か
ら

過
去
最
多
１
６
４
８
枚
が
応
募

第６回 「　　　　　　　　　　　　　　 」 表彰式 報告税に関する絵はがきコンクール税に関する絵はがきコンクール
特集

阿部税務署長 祝辞阿部税務署長 祝辞

竹内会長から
法人会長賞を授与

信山部会長から
代表者に優秀賞
の授与

優秀賞は市ごとに表彰

信山部会長　挨拶信山部会長　挨拶
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お
知
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Ｑ
Ｒ
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ご
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ま
す
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ス
マ
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ト
フ
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携
帯
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「
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来
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参
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ご
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、
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実
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の
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が
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、
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て
く
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も
の
で
す
が
、
今
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度
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実
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数
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去

最
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と
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高
の
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に
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と
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い
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す
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の
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を
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信山部会長から
代表者に優秀賞
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Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
か
そ
う
！

　
２
月
21
日
（
水
）
午
前
10
時
よ
り
、「
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
か
す
！
　
Ｓ
Ｎ

Ｓ
活
用
講
座
〜
こ
れ
か
ら
の
売
り
上
げ
Ｕ
Ｐ
の
ツ
ー
ル
を
知
る
！
」
と

題
し
た
Ｉ
Ｔ
活
用
講
座
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
に
は
（
株
）
オ
リ
フ
ァ

イ
の
山
田
進
一
氏
を
お
迎
え
し
、
40
人
以
上
が
参
加
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
目
的
や
各
サ
ー
ビ
ス
の
違
い
、
活
用
方
法
な

ど
を
解
説
い
た
だ
き
、
高
評
価
の
講
座
に
な
り
ま
し
た
。

（
公
益
委
員
会
　
吉
田
政
利
）

知
っ
て
お
き
た
い「
が
ん
」の
こ
と

　
３
月
23
日
（
金
）
午
後
５
時
30
分
よ
り
法
人
会
館
に
お
い
て
、

今
年
度
最
後
の「
会
員
交
流
会
」が
47
人
の
参
加
者
を
集
め
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
初
の
試
み
と
し
て
第
１
部
に
「
知
っ
て
お

き
た
い
〝
が
ん
〞
の
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
修
会
を
行
い
、

第
２
部
を
交
流
懇
親
会
と
す
る
形
式
で
し
た
。
新
入
会
員
や
初
め

て
の
方
に
も
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
共
益
委
員
会
　
久
保
田
光
弘
）

好
評
に
つ
き「
申
告
書
作
成
研
修
会
」開
催

　
過
去
２
年
間
開
催
し
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
申
告
書
作
成
研
修
会
」
を
今
年
も
３
月
２
日

（
金
）
と
３
月
７
日
（
水
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
法
人
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

決
算
書
を
も
と
に
法
人
税
申
告
書
の
作
成
の
流
れ
を
理
解
し
て
、完
成
し
た
申
告
書
を
電
子
申
告（ｅ

―

Ｔａｘ
）
す
る
手
順
を
学
ぶ
講
座
で
あ
り
、
両
日
で
９
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
に
は
、
こ
の
よ
う
な
実
務
者
レ
ベ
ル
の
方
を
対
象
に
し
た
研
修
会
を
年
間
９
回
程
度

開
催
す
る
べ
く
企
画
を
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
が
決
定
次
第
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
税
制
委
員
会
　
倉
林
秀
樹
）

や
っ
て
み
よ
う〝
ダ
ー
ツ
〞24
人
が
参
加

　
３
月
13
日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
か
ら
吉
祥
寺
の
ダ
ー

ツ
バ
ー
「BAG

U
S

」
に
て
、
ダ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
種
目
化
を
目
指
し
て
活
動
に
も
盛
り
上
が

り
を
見
せ
て
い
る
ダ
ー
ツ
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
声
に
応
え
て

開
催
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
方
も
経
験
者
も
24
人
が
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
終
了
後
は
美
味
し
い
イ
タ
リ
ア
ン

と
ワ
イ
ン
で
祝
杯
の
懇
親
会
を
催
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

（
吉
祥
寺
北
第
二
支
部
　
森
正
太
郎
）
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「
も
ん
じ
ゃ
焼
き
屋
形
船
」で

東
京
の
夜
景
を
楽
し
む

　
３
月
22
日
（
木
）、
総
勢
15
人
に
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
三
鷹

を
出
発
し
新
木
場
の
船
着
き
場
へ
。
珍
し
い
「
も
ん
じ
ゃ
焼

き
屋
形
船
」で
の
交
流
会
で
し
た
。
新
木
場
か
ら
レ
イ
ン
ボ
ー

ブ
リ
ッ
ジ
下
ま
で
航
行
し
な
が
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
橋
や

東
京
タ
ワ
ー
な
ど
夜
の
東
京
を
川
面
か
ら
眺

め
つ
つ
、
も
ん
じ
ゃ
焼
き
と
お
好
み
焼
き
で
お

腹
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　  （
三
鷹
東
支
部
　
渥
美
典
尚
）

◎ 

三
鷹
東
支
部

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

◎ 

三
鷹
西
支
部

日
帰
り
研
修
バ
ス
旅
行

盆
栽
や
ひ
な
人
形
作
り
を
見
学
、

14
人
が
親
睦
を
深
め
る

　
２
月
24
日
（
土
）
14
名
を
乗
せ
た
バ
ス
は
三
鷹
市
役
所
を
出
発
し
、
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美

術
館
で
盆
栽
を
観
賞
。
続
い
て
埼
玉
県
坂
戸
市
に
あ
る
「
聖
天
宮
」
に
お
参
り
。
昼
食
後
は
鴻
巣

市
で
毎
年
恒
例
の
「
鴻
巣
び
っ
く
り
ひ
な
祭

り
２
０
１
８
」
の
メ
イ
ン
会
場
を
訪
れ
、
ひ

な
飾
り
と
「
ひ
な
人
形
作
り
」
を
見
学
し
ま

し
た
。
帰
路
は
酒
蔵
へ
も
立
ち
寄
り
、
楽
し

く
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
三
鷹
西
支
部
　
井
野
拓
輝
）

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ

日
本
酒「
八
海
山
」か
ら
学
ぶ

　
３
月
９
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
よ
り
法
人
会
館
に

て
、
日
本
酒
「
八
海
山
」
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

＆
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
好
評
に
つ
き
今

年
度
も
行
う
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
日

本
酒
の
種
類
や
特
長
、
ラ
ベ
ル
の
読
み
方
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
は
八
海
山
を

嗜
み
な
が
ら
の
懇
親
会
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

（
三
鷹
中
央
支
部
　
篠
原
　
努
）

◎ 

三
鷹
中
央
支
部

研
修
会

◎ 

井
の
頭
支
部

交
流
会

美
味
し
い
お
肉
に
舌
鼓
、大
い
に
盛
り
上
が
る

　
３
月
８
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
よ
り
、
同
支
部
会
員
が
オ
ー
ナ
ー
の
焼
き
肉
店
「
十
々
閣
」

に
て
「
新
入
会
員
・
お
久
し
ぶ
り
会
員
・
懇
談
会
」
と
称
し
て
21
人
が
参
加
し
、
支
部
会
員
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
部
よ
り
支
部
担
当
の
中
野
副
会
長
、
中
島
事
務
局
長
に
も
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
三
鷹
で
は
一
番
」
と
評
判
の
お
肉
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
入
会
員
や
久
々
に
参

加
い
た
だ
い
た
会
員
の
方
々
を
交
え
和
気
あ
い
あ
い
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

（
井
の
頭
支
部
　
小
山
雅
巳
）

み
た
ち
ゅ
う
☆
レ
デ
ィ
ー
ス
集
合

　
２
月
19
日
（
月
）、
調
布
の
深
大
寺
に
程
近
い
、
日
本

料
理
「
水
神
苑
」
で
、
女
性
会
員
中
心
の
昼
食
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
期
間
限
定
「
季
節
の
御
膳
」
に
舌
鼓
。
会

話
の
弾
む
昼
食
会
で
す
。
時
の
経
つ
の
も
あ
っ
と
い
う
間
。

食
事
の
後
に
は
深
大
寺
を
散
策
し
、
国
宝
、
白
鳳
仏
を

拝
観
。
の
ん
び
り
と
平
日
の
昼
下
が
り
を
味
わ
い
ま
し
た
。

次
回
の
開
催
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

　（
三
鷹
中
央
支
部
　
山
本
康
雄
）

◎ 

三
鷹
中
央
支
部

昼
食
会

◎ 

小
金
井
北・南
支
部
合
同

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

63
人
が
参
加

白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
展
開

　
３
月
８
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
よ
り
小
金
井
市
に
あ
る

「
大
栄
ボ
ウ
ル
」
に
お
い
て
、
小
金
井
北
・
南
支
部
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
新
入

会
員
の
方
を
含
め
総
勢
63
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
石
黒
副
会
長

の
始
球
式
で
始
ま
り
、
白
熱
し

た
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
通
し
て
会

員
同
士
の
交
流
が
あ
り
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

（
小
金
井
南
支
部
　
星
野
智
樹
）

銘
酒「
八
海
山
」を

試
飲
し
つ
つ
学
ぶ

　
３
月
27
日
（
火
）
午
後
６
時
よ
り
小
金
井
市
商
工
会
館

に
お
い
て
会
員
35
人
の
参
加
に
よ
り
、
小
金
井
北
・
南
支
部

合
同
研
修
会
＆
異
業
種
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
銘
酒
「
八
海
山
」
の
試
飲
を
し
な
が
ら
セ
ミ
ナ
ー

が
進
め
ら
れ
、
異
業
種
交
流
会
で
は
自
社
Ｐ
Ｒ
に
始
ま
り
最

後
に
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
小
金
井
南
支
部
　
星
野
智
樹
）

◎ 

小
金
井
北
・
南
支
部
合
同

研
修
会
＆
異
業
種
交
流
会

◎ 

運
輸
専
門
部
会

研
修
会

「
社
長
を
守
る
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

　
３
月
16
日
（
金
）
午
後
６
時
よ
り
、
春
名
社
会
保
険
労

務
士
事
務
所
よ
り
春
名
智
美
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し

「
社
長
を
守
る
セ
ミ
ナ
ー
〜
困
っ
た
社
員
が
い
ま
せ
ん

か
？
　
そ
ん
な
時
の
効
果
的
な
社
労
士
の
使
い
方
〜
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
約
１
時
間
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
労

務
ト
ラ
ブ
ル
で
会
社
を
滅
ぼ
さ
な
い
た
め
の
労
務
問
題
の

今
を
知
る
密
度
の
濃
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
運
輸
専
門
部
会
　
清
本
秋
男
）

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ
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「
も
ん
じ
ゃ
焼
き
屋
形
船
」で

東
京
の
夜
景
を
楽
し
む

　
３
月
22
日
（
木
）、
総
勢
15
人
に
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
三
鷹

を
出
発
し
新
木
場
の
船
着
き
場
へ
。
珍
し
い
「
も
ん
じ
ゃ
焼

き
屋
形
船
」で
の
交
流
会
で
し
た
。
新
木
場
か
ら
レ
イ
ン
ボ
ー

ブ
リ
ッ
ジ
下
ま
で
航
行
し
な
が
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
橋
や

東
京
タ
ワ
ー
な
ど
夜
の
東
京
を
川
面
か
ら
眺

め
つ
つ
、
も
ん
じ
ゃ
焼
き
と
お
好
み
焼
き
で
お

腹
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　  （
三
鷹
東
支
部
　
渥
美
典
尚
）

◎ 

三
鷹
東
支
部

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

◎ 

三
鷹
西
支
部

日
帰
り
研
修
バ
ス
旅
行

盆
栽
や
ひ
な
人
形
作
り
を
見
学
、

14
人
が
親
睦
を
深
め
る

　
２
月
24
日
（
土
）
14
名
を
乗
せ
た
バ
ス
は
三
鷹
市
役
所
を
出
発
し
、
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美

術
館
で
盆
栽
を
観
賞
。
続
い
て
埼
玉
県
坂
戸
市
に
あ
る
「
聖
天
宮
」
に
お
参
り
。
昼
食
後
は
鴻
巣

市
で
毎
年
恒
例
の
「
鴻
巣
び
っ
く
り
ひ
な
祭

り
２
０
１
８
」
の
メ
イ
ン
会
場
を
訪
れ
、
ひ

な
飾
り
と
「
ひ
な
人
形
作
り
」
を
見
学
し
ま

し
た
。
帰
路
は
酒
蔵
へ
も
立
ち
寄
り
、
楽
し

く
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
三
鷹
西
支
部
　
井
野
拓
輝
）

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ

日
本
酒「
八
海
山
」か
ら
学
ぶ

　
３
月
９
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
よ
り
法
人
会
館
に

て
、
日
本
酒
「
八
海
山
」
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

＆
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
好
評
に
つ
き
今

年
度
も
行
う
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
日

本
酒
の
種
類
や
特
長
、
ラ
ベ
ル
の
読
み
方
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
は
八
海
山
を

嗜
み
な
が
ら
の
懇
親
会
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

（
三
鷹
中
央
支
部
　
篠
原
　
努
）

◎ 

三
鷹
中
央
支
部

研
修
会

◎ 

井
の
頭
支
部

交
流
会

美
味
し
い
お
肉
に
舌
鼓
、大
い
に
盛
り
上
が
る

　
３
月
８
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
よ
り
、
同
支
部
会
員
が
オ
ー
ナ
ー
の
焼
き
肉
店
「
十
々
閣
」

に
て
「
新
入
会
員
・
お
久
し
ぶ
り
会
員
・
懇
談
会
」
と
称
し
て
21
人
が
参
加
し
、
支
部
会
員
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
部
よ
り
支
部
担
当
の
中
野
副
会
長
、
中
島
事
務
局
長
に
も
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
三
鷹
で
は
一
番
」
と
評
判
の
お
肉
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
入
会
員
や
久
々
に
参

加
い
た
だ
い
た
会
員
の
方
々
を
交
え
和
気
あ
い
あ
い
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

（
井
の
頭
支
部
　
小
山
雅
巳
）

み
た
ち
ゅ
う
☆
レ
デ
ィ
ー
ス
集
合

　
２
月
19
日
（
月
）、
調
布
の
深
大
寺
に
程
近
い
、
日
本

料
理
「
水
神
苑
」
で
、
女
性
会
員
中
心
の
昼
食
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
期
間
限
定
「
季
節
の
御
膳
」
に
舌
鼓
。
会

話
の
弾
む
昼
食
会
で
す
。
時
の
経
つ
の
も
あ
っ
と
い
う
間
。

食
事
の
後
に
は
深
大
寺
を
散
策
し
、
国
宝
、
白
鳳
仏
を

拝
観
。
の
ん
び
り
と
平
日
の
昼
下
が
り
を
味
わ
い
ま
し
た
。

次
回
の
開
催
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

　（
三
鷹
中
央
支
部
　
山
本
康
雄
）

◎ 

三
鷹
中
央
支
部

昼
食
会

◎ 

小
金
井
北・南
支
部
合
同

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

63
人
が
参
加

白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
展
開

　
３
月
８
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
よ
り
小
金
井
市
に
あ
る

「
大
栄
ボ
ウ
ル
」
に
お
い
て
、
小
金
井
北
・
南
支
部
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
新
入

会
員
の
方
を
含
め
総
勢
63
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
石
黒
副
会
長

の
始
球
式
で
始
ま
り
、
白
熱
し

た
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
通
し
て
会

員
同
士
の
交
流
が
あ
り
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

（
小
金
井
南
支
部
　
星
野
智
樹
）

銘
酒「
八
海
山
」を

試
飲
し
つ
つ
学
ぶ

　
３
月
27
日
（
火
）
午
後
６
時
よ
り
小
金
井
市
商
工
会
館

に
お
い
て
会
員
35
人
の
参
加
に
よ
り
、
小
金
井
北
・
南
支
部

合
同
研
修
会
＆
異
業
種
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
銘
酒
「
八
海
山
」
の
試
飲
を
し
な
が
ら
セ
ミ
ナ
ー

が
進
め
ら
れ
、
異
業
種
交
流
会
で
は
自
社
Ｐ
Ｒ
に
始
ま
り
最

後
に
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
小
金
井
南
支
部
　
星
野
智
樹
）

◎ 

小
金
井
北
・
南
支
部
合
同

研
修
会
＆
異
業
種
交
流
会

◎ 

運
輸
専
門
部
会

研
修
会

「
社
長
を
守
る
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

　
３
月
16
日
（
金
）
午
後
６
時
よ
り
、
春
名
社
会
保
険
労

務
士
事
務
所
よ
り
春
名
智
美
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し

「
社
長
を
守
る
セ
ミ
ナ
ー
〜
困
っ
た
社
員
が
い
ま
せ
ん

か
？
　
そ
ん
な
時
の
効
果
的
な
社
労
士
の
使
い
方
〜
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
約
１
時
間
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
労

務
ト
ラ
ブ
ル
で
会
社
を
滅
ぼ
さ
な
い
た
め
の
労
務
問
題
の

今
を
知
る
密
度
の
濃
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
運
輸
専
門
部
会
　
清
本
秋
男
）

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ
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第
一
弾

「
会
員
交
流
研
修
会
」を
開
催
！

　

３
月
19
日
（
月
）
士
業
専
門
部
会
と
し
て
初
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
部
会
員

研
修
の
場
と
し
て
、
発
足
間
も
な
い
部
会
員
同
士
が
ま
ず
は
お
互
い
の
仕
事
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

よ
う
と
の
狙
い
か
ら
、
タ
イ
ト
ル
を
「
会
員
交
流
研
修
会
」
と
し
ま
し
た
。
各
士
業
の
仕
事
内
容
や

他
士
業
と
の
協
業
分
野
、
今
ホ
ッ
ト
な
テ
ー
マ
で
も
あ
る
事
業
承
継
へ
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
に
つい

て
発
表
し
合
い
ま
し
た
。
研
修
会
の
終
了
後
は
、
美
味
し
い
イ
タ
リ
ア
ン
と
飲
み
放
題
で
さ
ら
に
交

流
を
深
め
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
士
業
専
門
部
会　

小
澤
和
彦
）

◎ 

士
業
専
門
部
会

研
修
会

◎ 

女
性
部
会

研
修
会

趣
の
あ
る
櫻
芳
菴
で
20
人
が
お
点
前
体
験

　

３
月
８
日
（
木
）、
小
金
井
市
の
櫻
芳
菴
に
て
「
お
茶
に
親
し
む
研
修
会
」
と
題
し
て
茶
道
体

験
を
し
ま
し
た
。
冷
た
い
雨
の
降
る
な
か
20
人
以
上
が
参
加
。
美
味
し
い
お
弁
当
の
後
は
２
組
に

分
か
れ
、
お
点
前
を
頂
戴
す
る
体

験
と
お
茶
を
点
て
る
体
験
を
し
ま

し
た
。
最
後
に
は
趣
の
あ
る
櫻
芳

菴
の
小
間
に
て
お
点
前
を
頂
戴
し
、

興
味
深
く
素
敵
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。（

女
性
部
会　

山
田
裕
美
）

40
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

体
力
・
知
力
・
チ
ー
ム
力
を
競
い
合
う

　

３
月
18
日
（
土
）
横
河
電
機
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
小
学
３
年

生
を
対
象
に
「
サ
ッ
カ
ー
租
税
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

三
鷹
３
小
、
小
金
井
１
Ｓ
Ｃ
、
小
平
ホ
ワ
イ
ト
ダ
ッ
ク
ス
、
約
40

人
の
子
ど
も
た
ち
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
技

術
と
、
頭
を
使
う
ク
イ
ズ
と
で
、
体
力
・
知
力
・
チ
ー
ム
力
を
競

い
合
い
、
ケ
ガ
も
な
く
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
青
年
部
会　

白
石
英
二
）

◎ 

青
年
部
会

サ
ッ
カ
ー
租
税
教
室

詳
細
は
H
P
へ

お
う
ほ
う
あ
ん

◎ 

青
年
部
会

研
修
会

セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

重
要
性
を
1
1
5
人
が
学
ぶ

　

２
月
26
日
（
月
）
吉
祥
寺
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
に
て

研
修
会
を
開
催
し
、
講
師
に
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
で

解
説
者
の
福
田
正
博
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー

や
組
織
、
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
講
演
い

た
だ
き
、
１
１
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
福
田
氏
は
最
後

に
「
思
い
込
み
・
笑
顔
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
」
が
運

を
引
き
寄
せ
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。 （
青
年
部
会　
安
井　
力
）

詳
細
は
H
P
へ
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税
務  

よ
く
あ
る
相
談

92

そ
の

税理士がお答えします

協力：東京税理士会武蔵野支部

Q
　
今
月
の
お
悩
み

医
療
費
控
除
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
　
回
答
：
税
理
士

　

個
人
の
確
定
申
告
を
終
え
、
早
い
も
の
で
も
う
５
月
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
い
ろ
い
ろ
と
騒
が
し
い
３
月
15
日
で
し

た
が
、
確
定
申
告
の
医
療
費
も
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
や
ら
で
二
つ
の
医
療
費
控
除
の
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。

   

そ
こ
で
来
年
の
た
め
二
つ
の
医
療
費
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
し
ょ
う
。
従
来
の
医
療
費
控
除
と
新
設
の
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
前

に
は
っ
き
り
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
両
方
一
緒
に
適
用
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
必
ず
ど
ち
ら
か
一

つ
を
選
択
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
ち
ら
を
適
用
す

る
か
は
、
来
年
決
め
る
と
し
て
も
、
領
収
書
だ
け
は
し
っ
か

り
と
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑴　

従
来
の
医
療
費
控
除

　

今
さ
ら
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
「
自
己

又
は
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
の
た
め
に
支
払
っ
た

医
療
費
、
つ
ま
り
治
療
の
た
め
の
費
用
」
と
い
う
こ
と
で

す
か
ら
、
一
緒
に
住
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
問
題
に
な
り

ま
せ
ん
。 

　

大
学
生
活
の
た
め
別
居
し
て
い
る
息
子
等
は
勿
論
オ
ー

ケ
ー
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
わ
け
で
す
。
ま
た
、
老
後
仕

送
り
を
し
て
い
る
親
の
医
療
費
な
ら
ば
や
は
り
離
れ
て
い

て
も
大
丈
夫
と
い
う
わ
け
で
す
。  

　

こ
の
場
合
、
通
院
の
交
通
費
も
入
る
の
で
、
バ
ス
代
・

タ
ク
シ
ー
代
な
ど
も
し
っ
か
り
と
記
帳
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
勿
論
10
万
円
以
下
は
足
切
り
に
な
る
こ
と
は
皆
さ
ん

す
で
に
御
存
知
の
と
お
り
で
す
。

⑵　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

従
来
の
医
療
費
控
除
と
い
う
の
は
、
病
気
に
な
ら
な
い

と
適
用
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、「
健
康
の
保
持
増

進
及
び
疾
病
の
予
防
へ
の
取
組
」
つ
ま
り
病
気
に
な
ら
な

い
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
と
金
を
か
け
て
い
る
人
を
面
倒
見
な

い
の
は
お
か
し
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
う
い
う
人
も
年
間
１
万
２
千
円
以
上
の
売

薬
（
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
）
の
購
入
者
を
10
万
円
の
範

囲
で
面
倒
を
見
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

つ
ま
り
、
予
防
な
の
で
金
は
そ
ん
な
に
か
か
ら
な
い
だ

ろ
う
か
ら
月
一
万
円
弱
に
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
わ
け
で

す
。
そ
れ
と
売
薬
を
購
入
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
し
っ
か

り
健
康
診
断
も
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
の
た
め
の
法

律
で
す
か
ら
、
自
分
の
体
を
自
ら
大
切
に
し
な
い
人
ま
で

は
面
倒
み
ま
せ
ん
と
い
う
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
売

薬
の
領
収
書
だ
け
で
な
く
、
次
の
よ
う
な
書
類
も
添
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

①　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
又
は
定
期
予
防
接
種

の
領
収
証
又
は
予
防
接
種
済
証 

②　

市
区
町
村
の
が
ん
検
診
の
領
収
証
又
は
結
果
通
知
表 

③　

職
場
で
受
け
た
定
期
健
康
診
断
の
結
果
通
知
表 

④　

特
定
健
康
診
査
の
領
収
証
又
は
結
果
通
知
表 

⑤　

人
間
ド
ッ
ク
や
が
ん
検
診
を
始
め
と
す
る
各
種
検
診

の
領
収
証
又
は
健
康
通
知
表 

　

と
こ
ろ
が
近
頃
は
や
り
の
個
人
情
報
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
の
で
、
結
果
通
知
表
の
う
ち
、「
検
診
結
果
部
分
を
黒

塗
り
し
た
り
切
り
取
っ
て
第
三
者
に
は
わ
か
ら
な
く
し
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
わ
け
で
す
。 

　

以
上
考
え
て
み
る
と
、
予
防
に
金
を
か
け
た
ら
そ
の
分
は

税
金
を
安
く
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

医
療
費
の
よ
う
に
か
か
る
わ
け
な
い
の
だ
か
ら
両
方
は
引
け

ま
せ
ん
よ
と
い
う
わ
け
で
す
。
し
か
し
病
気
だ
っ
て
い
ろ
い

ろ
の
種
類
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
ん
な
に
厳
密
に
考
え
な
い

で
と
言
い
た
く
な
り
ま
す
。 

　
「
健
康
保
持
で
ガ
ン
バ
ッ
テ
い
る
人
も
た
ま
た
ま
自
転
車

で
転
倒
す
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
で
し
ょ
う
」

　

こ
れ
は
年
寄
り
の
冷
や
水
で
し
ょ
う
か
。 
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エッ
セ
イ

第121走者

い
わ
れ
の
な
い
　  

偏
見
と
日
々
闘
う

　

三
鷹
駅
北
口
（
武
蔵
野
市
中
町
）
に
弁
護
士
事

務
所
を
設
立
し
て
、
今
年
で
８
年
目
に
な
り
ま
す
。

今
は
若
い
方
が
い
き
な
り
開
業
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
よ
う
で
す
が
、
以
前
は
、
新
米
弁
護
士
は
弁
護

士
事
務
所
で
３
〜
５
年
程
度
の
研
鑽
を
積
ん
で
か

高
尾
山
で
開
業
す
る
？

　
小
澤
　
和
彦

弁
護
士
法
人
　
後
藤
東
京
多
摩
法
律
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　  

代
表
弁
護
士

（
吉
祥
寺
北
第
二
支
部
）

R E L A Y  E S S A Y

ガンバル若手経営者 その49

を担う方々と同じ方向を向いてお役に立ちたい。社
会をよくしたい。何よりも喜んでいただける声がダ
イレクトに伝わってくるこの仕事に誇りとやりがい
を感じています。

　勇気を持って長くお客様のお役に立ちたい
　私は武蔵野市出身なので、地元の友人や商店会の
方からの依頼も着実に増えて、地域のお役に立てる
のがうれしいですね。とはいえ開業当初のお客様は
たった1件。不安はありましたが、さまざまな地域
団体にも所属して地域のことも仕事も懸命にやって
いると多くの方々が助けてくださり、おかげさまで
今では100件を超えるまでになりました。
　好きな言葉はゲーテの名言「財産を失えばまた働
けばよい、名誉を失ったら挽回すればよい、しかし
勇気を失えば生まれてきた価値がない」
　これから先も長くお客様のお役に立てるよう、勇
気を持って事務所経営に取り組み、中小事業者の
ニーズをくみ取った最高のサポートをしていきたい
と思っています。

中小事業者のニーズに応え
最高の会計・税務サポートを

小金井市東町4－38－26　トーケンプラザ 202 号室

濱野会計事務所

濱野　智徳さん（34歳）小金井北支部

開業８年目　新しいことをどんどん取り入れたい

　環境変化に合わせ投資を惜しまない　
　ＪＲ東小金井駅南口から徒歩5分。トーケンプラザ
ビル2階に会計事務所を構えて4年になります。
　業務はお客様から領収書などの資料をお預かりして
会計資料に加工する記帳代行や、そこから派生する経
営・税務相談など多岐にわたります。年末調整から確
定申告、決算の時期は特に忙しくなります。
　会計にもAIなど新技術の波が押し寄せており、環
境変化に合わせていかなければなりません。領収書の
読み取りスキャナーに最新機種を入れたり、お客様と
よりスムーズにやり取りできる環境を整えたりと、投
資を惜しまず新しいことをどんどん取り入れています。

　中小事業者の方々と同じ方向を向く
　公認会計士の資格を取得したのは大学在学中で
す。国家試験の中でも難関といわれますが、私は試
験や思考分野は得意で、実は将棋4段、囲碁6段で
す。スポーツはまったくできないですけどね（笑）
　資格を取得したときの仲間は大手法人をめざす人
が多かったのですが、私は早い段階から独立起業を
考えていました。中小事業者の方々とともに働きた
いという気持ちが強かったのです。日本経済の活力
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ベテランの経営哲学 その49

創立87年、
受け継ぐお芝居は「財産」
伝統演劇を批判的継承し、演劇活動で生活保障をめざす

からお芝居を立ち上げることもあります。
　むずかしいのは「お客様がどのようなお芝居をご
覧になりたいのか」を探ること。ニーズを見極める
ため、ひと月に1回ほど企画委員会を開きます。制
作部、文芸演出部、演技部（俳優）など、複数の部
門から10数名が集まり企画を練っていきます。現
在は今秋に上演予定の「絵本画家いわさきちひろ生
誕100周年」をテーマにした新企画が進んでいます。

　お芝居で世の中がよくなれば
　劇団のもう一つの理念は「演劇活動で互いの生活
を保障し合うこと」。創立当初から全国でも珍しい
給料制の劇団として存続してきました。俳優陣も舞
台裏では電話応対もすれば営業にも出ます。総勢
80名ほどで力を合わせて、すべてを創り上げるの
が前進座のスタイルです。
　私が願うのは「お芝居で世の中が少しでもよくなれ
ば…」ということ。舞台を観る方が感動して心が豊か
になり、世の中がよくなると信じて、これからも皆さ
まの心に響くお芝居を届けたいと思っています。

　歴史に試された劇団の創造理念
　今年、劇団前進座は創立87年を迎えました。私
はこの３月で入所30年。副理事長、制作責任者と
して企画や宣伝、予算など管理運営をしています。
　劇団前進座は1931（昭和6）年に創立以来、歌舞
伎をもとに、歴史劇から児童演劇まで幅広いお芝居
を全国で上演してきました。劇団の理念の一つは
「伝統演劇の批判的継承」。お芝居をなぞるだけでな
く、歌舞伎でも、一つひとつの台詞や所作に込めら
れた意味を皆で検証しながら、新しく創造すること
を基本として上演してきました。そんな活動に対し
て、松本清張さんや水上勉さんら著名な方々が、次
代を育てる「矢の会」を作り、作品提供などさまざ
まな形で応援してくださいました。「矢の会」の先生
方や先輩たちの努力のお蔭で、今でも国立劇場で毎
年5月に歌舞伎を10日間以上公演できる、日本でも
稀有な劇団として活動しています。

　名作を継承しつつ、新作にも挑戦
　歌舞伎に加えて、山本周五郎作品をはじめ、たくさ
んの名作も「財産演目」として受け継がれています。
　さらに名作を再演するほかにも、新企画として一

吉祥寺南支部

武蔵野市吉祥寺南町 2－4－3 前進座ビル

一般社団法人　劇団前進座

楠脇　厚子さん（57歳）

ら
独
立
す
る
パ
タ
ー
ン
が
一
般
的
で
し
た
。
私
も

港
区
虎
ノ
門
に
あ
る
事
務
所
で
５
年
ほ
ど
勤
務
し

た
後
に
開
業
し
ま
し
た
。

　

開
業
場
所
も
、
東
京
の
弁
護
士
は
や
は
り
霞
が

関
（
東
京
地
方
裁
判
所
本
庁
）
を
拠
点
と
す
る
関

係
で
、
銀
座
や
日
比
谷
、
麹
町
な
ど
が
メ
ジ
ャ
ー

で
す
。
私
が
開
業
地
に
三
鷹
・
武
蔵
野
を
考
え
て

い
る
と
先
輩
に
話
す
と
「
そ
ん
な
場
所
に
弁
護
士

事
務
所
は
必
要
な
い
の
で
は
」
と
驚
か
れ
た
り
、

丸
の
内
に
あ
る
顧
問
会
社
さ
ん
に
は
「
そ
ん
な
高

尾
山
の
方
ま
で
相
談
に
行
け
な
い
よ
」
と
残
念
が

ら
れ
た
り
。
こ
こ
数
年
で
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に

開
業
す
る
弁
護
士
の
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
が
、

当
時
の
意
識
は
そ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
頑
張
り
続
け
て
い
る
う

ち
、
徐
々
に
三
鷹
・
武
蔵
野
の
皆
様
か
ら
の
ご
依

頼
も
多
く
な
り
、
地
元
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る

実
感
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
確
か
に
依

頼
さ
れ
る
内
容
や
性
質
は
、
虎
ノ
門
の
と
き
と

違
っ
て
相
続
や
離
婚
事
件
が
多
く
、
会
社
の
経
営

関
係
や
知
的
財
産
事
件
が
少
な
い
傾
向
は
否
め
ま

せ
ん
が
。

　

時
に
は
こ
れ
ま
で
銀
座
・
丸
の
内
の
弁
護
士
事

務
所
に
相
談
・
依
頼
さ
れ
て
い
た
多
摩
地
区
の
会

社
さ
ん
か
ら
、「
地
方
の
弁
護
士
さ
ん
に
は
Ｉ
Ｔ

関
係
と
か
不
動
産
関
係
な
ど
の
相
談
は
で
き
な
い

の
か
と
思
っ
て
い
た
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
残
念
な
思
い
こ
み
や
偏
見
と

闘
い
な
が
ら
、
日
々
の
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
の

で
す
。

（
次
は
小
金
井
北
支
部
の
京
谷
直
彦
さ
ん
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
）

http://www.zenshinza.com/

地
方
の
弁
護
士
？
　
ま
た
で
す
か
！？
　

﹅　

﹅　

﹅　

﹅　

﹅　

﹅

﹅　

﹅　

﹅　

﹅　

﹅　

﹅　

﹅
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 武蔵野税務署からのお知らせ

MUSASHINO HOUJINKAI
ほうじん むさしの 142018年5月5日No.438

「法人番号」欄の追加及び「納税地」欄等の削除

「支店・子会社の状況」欄の見直し

「電子計算機の利用状況」欄の見直し

「経理の状況」欄の見直し

「法人事業概況説明書」の様式が改訂されます。
税務行政につきましては、日頃からご協力いただきありがとうござい

ます。
平成 年４月１日以後終了事業年度分から、法人事業概況説明書の様
式が改訂されます。

「納税地」の記載に代えて、
「法人番号」の記載としま
した。また、「応答者氏
名」欄を削除しました。

「支店」及び「子会社」の状況について、国内と海外
に区分けしたほか、海外子会社の出資割合に係る記載
項目を追加しました。

「電子計算機の利用状況」欄を
「 利用状況」欄と「販売形
態」欄に区分けし、記載項目を
全般的に見直しました。

「社内監査」欄を追加し、各種チェックシート等を活用
した社内監査実施の有無の記入欄を設けました。

主 な 改 訂 の 内 容

詳細は、武蔵野税務署（℡ 0422-53-1311）にお問い合わせいただくか、国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp）
をご覧ください。なお、国税庁ホームページは平成30年（2018年）3月31日（土）にリニューアルしました。各ページをブッ
クマークに登録されている方やリンク設定をされている方は、お手数をおかけいたしますが、ブックマークの再登録やリン
ク設定の変更をお願いいたします。
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VENT 行事予定E S CHEDULE
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5月 6 月

●武蔵野法人会会員総数＝3,212名　●加入率＝29.5％（2018年3月末現在）

〒180-0006 武蔵野市中町 2-11-13（三鷹ビル3階）
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今後の予定：

日 曜 行          事
1 金
2 土
3 日
4 月 青年部会　役員会
5 火
6 水 総務委員会
7 木 女性部会　役員会
8 金 三鷹中央支部　役員会
9 土
10 日
11 月
12 火 士業専門部会　役員会

吉祥寺北第二支部　役員会
13 水 不動産賃貸経営専門部会　創立20周年祝賀会

東法連第6回通常総会
14 木 公益委員会
15 金 第52回通常総会
16 土
17 日
18 月 三法連通常総会
19 火
20 水 新設法人説明会
21 木 決算法人説明会

吉祥寺南支部　役員会
22 金
23 土
24 日
25 月
26 火 広報委員会
27 水
28 木
29 金
30 土

（2018年4月4日現在）

日 曜 行          事
1 火
2 水
3 木 （憲法記念日）
4 金 （みどりの日）
5 土 （こどもの日）
6 日
7 月
8 火 吉祥寺北第二支部　役員会

三鷹中央支部　役員会・お茶会
9 水
10 木
11 金 女性部会　役員会
12 土
13 日
14 月 青年部会　役員会

三鷹市・租税教育推進協議会
15 火 正副会長会議
16 水 決算法人説明会

小金井市・租税教育推進協議会
17 木 税制実務研修会（源泉所得税）

吉祥寺北第一支部　役員会
公益委員会

18 金 常任理事会・理事会
19 土
20 日
21 月
22 火 広報委員会
23 水 環境視察研修会
24 木 井の頭支部　役員会
25 金
26 土
27 日
28 月 共益委員会

武蔵野市・租税教育推進協議会
29 火
30 水
31 木

（2018年4月4日現在）
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※表彰式の様子は本誌 6ページに掲載しています。
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